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プレドニゾロン錠 100mg/body

【備考】
⾼度催吐性リスクのレジメンですが、⾼⽤量のプレドニゾロンを5⽇間投与するため、アプレピタントは使⽤しません。

Rp

 レジメン内容

薬剤名 Day

1

グラニセトロン注

投与⽅法
投与時間

（投与速度）

点滴静注 15分 ●

5

6

ドキソルビシン注（50mg/m2）
5%ブドウ糖液 20mL

静注 - ●

7

ビンクリスチン注（1.4mg/m2）
5%ブドウ糖液 で 0.1mg/mL

シクロホスファミド注（750mg/m2）
⽣理⾷塩液 500mL

1サイクルの⽇数 ︓ 21⽇ 催吐性リスク : ⾼度

主な診療科︓内科

4

120分 ●

静注

点滴静注

- ●

内服 - ● ● ● ●●

3 リツキシマブ注
⽣理⾷塩液 500mL

点滴静注

０〜30分︓50mg/hr
その後30分毎に50mg/hr

ずつ速度を上げる
（MAX:400mg/hr）

2回⽬以降は100mg/hr開始、
その後３０分毎に100mg/hr

ずつ速度を上げる

●

2 d-クロルフェンラミン注 静注 - ●

R-CHOP療法 (悪性リンパ腫)


